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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成25年６月24日に提出いたしました第７期（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日）有価証券

報告書の記載事項の一部に追記すべき事項がありましたので、これを追記するため有価証券報告書の訂正

報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

　第一部【企業情報】

　　第２【事業の状況】

　　　　　４ 【事業等のリスク】

      　  １．事業の内容について

　　　　　（１）水源に関するリスク

　　　　　　　　　②及び④

　
　
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　＜訂正前＞

②　当社は富士山麓に所在する約200ｍの深さの井戸から天然水を汲み上げ、お客様に提供しております。飲用水にお

ける水質の評価基準の一例として、硝酸性・亜硝酸性窒素の含有量（水道水の上限で10mg/ℓ）につき当社提供の

「CLYTIA25＊」の場合0.08mg/ℓと極めて良質な状態を維持しており、また、食品衛生法の営業許可に基づき公的機

関の定期的な検査を実施、その結果を保健所に提出し、水質の維持管理にも努めております。

　また、外部調査機関の株式会社地球科学研究所の調査により、当社の汲み上げている水は60年以上かけて濾過さ

れたものと言われており、将来的にも水質は安定して推移するものと当社は考えております。

　営業許可については、富士吉田工場での「CLYTIA25＊」の生産活動において必要不可欠であり、現時点では許可

の取消や営業停止事由（食品衛生法第55条・第56条）に該当するような事実は存在しておりません。しかしなが

ら、富士吉田工場が同法55条に定める禁止条件や規定に違反しているとみなされた場合、同法第56条に定める基準

に違反しているとみなされた場合、食品衛生管理者が不在となった場合、天災・人災等の影響によりその水質が食

品衛生法に適合しないほど大幅に変化した場合には営業許可の取消しや一定期間の営業停止処分を受けることがあ

り、その場合には当社の業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

　
④　当社の使用する井戸は、富士吉田市の定める富士吉田市地下水保全条例第３条及び同条例附則第２項に基づき、

富士吉田市より開発許可を受け1日966ｔの揚水が許可されております。現時点では許可の取消事由（同条例第13

条）に該当するような事実は存在しておりません。しかしながら、富士吉田市に井戸が許可の基準（同条例第４

条）に適合していないとみなされ、かつ、是正勧告に従わない等の重大な不法行為が発生した場合、取水許可が取

り消され生産活動ができなくなるため、当社の業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

　
　＜訂正後＞

②　当社は富士山麓に所在する約200ｍの深さの井戸から天然水を汲み上げ、お客様に提供しております。飲用水にお

ける水質の評価基準の一例として、硝酸性・亜硝酸性窒素の含有量（水道水の上限で10mg/ℓ）につき当社提供の

「CLYTIA25＊」の場合0.08mg/ℓと極めて良質な状態を維持しており、また、食品衛生法の営業許可に基づき公的機

関の定期的な検査を実施、その結果を保健所に提出し、水質の維持管理にも努めております。

　また、外部調査機関の株式会社地球科学研究所の調査により、当社の汲み上げている水は60年以上かけて濾過さ

れたものと言われており、将来的にも水質は安定して推移するものと当社は考えております。

　営業許可については、富士吉田工場での「CLYTIA25＊」の生産活動において必要不可欠であり、現時点では許可

の取消や営業停止事由（食品衛生法第55条・第56条）に該当するような事実は存在しておりません。しかしなが

ら、富士吉田工場が同法55条に定める禁止条件や規定に違反しているとみなされた場合、同法第56条に定める基準

に違反しているとみなされた場合、食品衛生管理者が不在となった場合、天災・人災等の影響によりその水質が食

品衛生法に適合しないほど大幅に変化した場合には営業許可の取消しや一定期間の営業停止処分を受けることがあ

り、その場合には当社の業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。
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　　なお、営業許可の概要は次のとおりであります。

許認可等の取得者名
取得年月・許認可等の

名称及び所管官庁等

許認可等の内容

及び有効期限

当社（富士吉田工場） 平成22年６月

営業許可

厚生労働省・消費者庁

富士吉田工場の営業許可

山梨県指令　　　　

富東福 第2685号

有効期間

平成22年６月30日から

平成28年10月31日まで

（以降、５年ごとの更新）

 

　
④　当社の使用する井戸は、富士吉田市の定める富士吉田市地下水保全条例第３条及び同条例附則第２項に基づき、

富士吉田市より開発許可を受け1日966ｔの揚水が許可されております。現時点では許可の取消事由（同条例第13

条）に該当するような事実は存在しておりません。しかしながら、富士吉田市に井戸が許可の基準（同条例第４

条）に適合していないとみなされ、かつ、是正勧告に従わない等の重大な不法行為が発生した場合、取水許可が取

り消され生産活動ができなくなるため、当社の業績に重大な影響を及ぼす可能性があります。

　　なお、開発許可の概要は次のとおりであります。

 許認可等の取得者名
取得年月・許認可等の

名称及び所管官庁等

許認可等の内容

及び有効期限

１号井戸 富士ウォーター株式会社 平成19年３月

地下水の利用に関する協定

富士吉田市

井戸の設置にあたり地下水

の有効かつ適正な利用を図

るための協定

(地下水採取量　630t/日)

(注)

有効期限　なし

２号井戸 当社（富士吉田工場） 平成23年２月

井戸設置許可並びに地下水

の利用に関する協定

富士吉田市

井戸の設置許可及び井戸の

設置に当たり地下水の有効

かつ適正な利用を図るため

の協定

(地下水採取量　966t/日)

有効期限　なし
 

　　　（注）平成22年９月に、富士吉田市との間で地下水採取量を966t/日に変更した協定を締結しております。
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